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ざ修オどす増ン

東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合

（Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
加

盟
し
た
。
２
０
０
２
年
の
独
立
達

成
か
ら
２３
年
余
り
ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
一
員
と
し
て
の
経
済
や
社
会
を

整
え
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
長
い

時
間
が
か
か
っ
た
。
国
の
発
展
に

か
か
わ
っ
て
き
た
日
本
は
、
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

（Ｆ

Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
や
天
然
資
源
確
保
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
東
テ
ィ
モ
ー

ル
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

待
た
れ
る
ガ

ス
圏
開
発

東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
あ
る
の
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
隣
で
、
テ
ィ
モ

―
ル
島
の
東
半
分
。
人
口
は
約
１

４
０
万
人
し
か
な
い
。
後
発
開
発

途
上
国
で
、
歳
入
の
８
割
を
石
油

。
天
然
ガ
ス
収
入
に
依
存
す
る
。

か
つ
て
は
ボ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民

地
支
配
や
日
本
軍
の
占
領
を
受

け
、
１
９
７
６
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
強
制
併
合
さ
れ
た
っ
独
立
派

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
拠
点
を
築
い
て

併
合
に
抵
抗
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

軍
の
弾
圧
に
よ
っ
て
約
２０
万
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
筆
者
が
初
め

て
取
材
し
た
の
は
２
０
０
１
年
の

こ
と
だ
。
当
時
、
国
際
社
会
の
支

援
で
制
憲
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
て

お
り
、
独
立
闘
争
を
し
て
き
た
元

兵
士
ら
が
希
望
を
語
る
一
方
で
、

若
者
の
間
に
は
不
安
を
回
に
す
る

人
も
い
た
ｃ
支
援
者
か
ら
は
、
天

然
資
源
開
発
以
外
に
こ
れ
と
い
っ

た
産
業
の
見
込
め
な
い
国
の
将
来

を
憂
え
る
声
が
上
が
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
月
日
を
要

し
た
の
は
、
こ
う
し
た
懸
念
が
的

中
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

独
立
後
も
目
立
っ
た
産
業
は
育
た

な
か
っ
た
。
開
発
さ
れ
た
石
油
と

天
然
ガ
ス
は
底
を
つ
き
、
今
年
６

月
、
主
力
の
バ
ユ
・
ウ
ン
ダ
ン
ガ

ス
田
は
生
産
を
終
了
し
た
。
積
み

立
て
た
資
金
は
１０
年
以
内
に
枯
渇

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

期
待
さ
れ
る
の
は
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
域

に
ま
た
が
る
新
た
な
グ
レ
ー
タ
ー

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
ガ
ス
田
の
開
発

だ
。
た
だ
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
ど

ち
ら
の
国
ま
で
敷
設
す
る
か
は
、

両
国
政
府
と
合
弁
企
業
の
交
渉
で

決
ま
る
。
両
国
は
自
国
側
に
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
引
く
と
主
張
し
、
結

日
Ａ
Ｓ
巨
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
出

席
し
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
グ
ス

マ
ン
首
相

（手
前
左
）
か
ら
あ

い
さ
つ
を
受
け
る
高
市
首
相

＝
１０
月
２６
日
、
マ
レ
ー
シ
ア

，

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

（共
同
）

論
は
出
て
い
な
い
。
将
来
の
財
源

確
保
が
定
ま
ら
な
い
状
況
が
続

く
。Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
魔
支
援

一
方
、
か
ね
て
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
き

た
日
本
は
、
そ
ん
な
東
テ
ィ
モ
ー

ル
を
ガ
ス
田
開
発
も
合
め
、
豪
州

や
米
国
と
共
に
支
え
て
き
た
。

元
駐
東
テ
ィ
モ
ー
ル
日
本
大
使

で
、
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル
協
会
会

長
の
北
原
巖
男
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル

名
誉
総
領
事
（７８
）に
よ
る
と
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
先
進
国
に
は
そ
も
そ

も
、
経
済
や
人
材
開
発
な
ど
に
問

題
を
抱
え
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加

盟
に
否
定
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
は
北
原
大
使
時
代

の
０９
年
に

「円
滑
な
加
盟
を
支
持

す
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
両
国
の
共

同
文
書
を
発
表
し
た
。

そ
れ
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
正
式

に
加
盟
申
請
す
る
２
年
も
前
だ
っ

た
。
そ
し
て
申
請
か
ら
１４
年
余
り

た
っ
た
先
月
２６
日
、
加
盟
が
実
現

し
た
。
独
立
闘
争
で
英
雄
視
さ
れ

る
グ
ス
マ
ン
首
相
が
若
者
に
、

「国
が
自
分
に
何
を
与
え
て
く
れ

る
か
で
は
な
く
、
自
分
が
国
に
何

を
与
え
ら
れ
る
か
を
問
え
」
と
訴

え
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
東
テ
ィ

モ
ー
ル
に
対
す
る
内
外
か
ら
の
憂

い
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

「
国
防
」
で
も
強
ま
る
絆

日
本
が
か
か
わ
っ
た
バ
ユ
。
ウ

ン
ダ
ン
ガ
ス
田
の
天
然
ガ
ス
は
、

０６
年
の
生
産
開
始
後
、
最
大
で
年

間
約
３
０
０
万
にプ
を
産
出
し
、
最

近
ま
で
豪
州
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス

（Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
全
量
が
日
本
に
輸

出
さ
れ
た
。
日
本
の
総
輸
入
量
の

５
％
弱
を
占
め
た
時
期
も
あ
り
、

北
原
氏
は

「東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、

日
本
の
資
源
安
全
保
障
に
お
い
て

極
め
て
重
要
だ
」
と
強
調
す
る
。

そ
の
上
で
、
次
な
る
グ
レ
ー
タ
ー

ｏ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ガ
ス
田
に
関
し
、

「大
使
在
任
中
、
中
国
大
使
が
今

度
は
中
国
が
も
ら
う
と
話
し
て
い

た
」
と
打
ち
明
け
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
海
上
交
通

路
の
要
衝
に
あ
る
。
国
連
の
支
援

で
誕
生
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で

民
主
主
義
度
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

の
評
価
も
あ
り
、
日
本
と
基
本
的

価
値
を
共
有
し
て
い
る
。

日
本
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の

国
連
平
和
維
持
活
動

（Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

に
参
加
し
、
１０
年
か
ら
防
衛
大
に

同
国
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
今
年
８
月
に
は
、
同
志
国
に

防
衛
装
備
品
を
無
償
資
金
協
力
す

る

「政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支

援

（Ｏ
Ｓ
Ａ
）
」
を
適
用
す
る
こ

と
も
決
ま
っ
た
。
中
国
の
宣
菫
）的

海
洋
進
出
が
増
す
中
で
、
高
市
早

苗
首
相
が
強
く
推
進
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
で
の
一南
半
球
の
小
国
」の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（イ
ン
ド
太
平
洋
特
派
員
）

――
次
回
は
１２
月
１１
日
掲
載
予
定
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